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去
る
10
月
21
日
（
水
）
、
深
浦
町

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ
「
ゆ
と
り
」

に
お
い
て
、
深
浦
町
・
岩
崎
村
社
協

合
併
10
周
年
記
念
第
11
回
深
浦
町
社

会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
地
域
福
祉
に
貢
献
さ

れ
た
２
団
体
、
１
企
業
、
12
個
人
の

方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
深
浦
中
学
校
生
徒
会
長
の

岡
田
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

（
被
表
彰
者
は
次
項
掲
載
）

式
典
の
後
は
、
町
内
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
６
名
か
ら
福
祉
の
作
文
発

表
が
あ
り
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
「
祖
父
母
を
尊
敬
す

る
気
持
ち
」
「
祖
父
母
と
生
活
し
て

い
く
う
え
で
学
ん
だ
こ
と
」
な
ど
、

一
生
懸
命
発
表
す
る
児
童
・
生
徒
を

温
か
く
見
守
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
合
併
10
周
年
を
迎
え

た
記
念
講
演
と
し
て
、
黒
石
八
郎
氏

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
笑
っ
て
人
生
い
き
い
き
」
と
題

し
た
講
演
は
、
「
津
軽
漫
芸
」
の
温

か
み
の
あ
る
津
軽
弁
や
唄
、
踊
り
と

終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
講
演
と
な
り
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

( 1 )
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11
月
12
日
に
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
青
森
（
青
森
市
文
化
会
館
）

に
お
い
て
、
健
や
か
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

第
64
回
青
森
県
社
会
福
祉
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た

県
共
同
募
金
会
表
彰
に
お
い
て
、
深

浦
町
か
ら
秋
元
良
輝
氏
（
松
神
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

( 2 )

平成27年度深浦町社会福祉大会被表彰者名簿

No. 地 区 氏 名 表彰区分

１ 深浦中学校生徒会
継続の寄附

２ 美照流あけぼの会

３ 塩 見 崎 平 岡 百合子

永年勤続社協役員等

（分会長及び評議員）

４ ５ 区 上 田 静 江

５ 大 間 越 菊 池 ちづ子

６ ３ 区 青 木 周 市

７ １ ２ 区 藤 田 菜緒美

８ 驫 木 福 沢 麻 子

９ 晴 山 佐 藤 タツエ

10 北金１区 山 﨑 美代子

11 松 神 七 戸 道 子

12 風 合 瀬 石 村 修 一

13 岩 崎 下 吉 田 修

14 ５ 区 ㈲吉井造花店 継続の寄附

（感謝状）15 長 慶 平 伊 藤 つる江

福祉作文を発表した児童生徒の皆さんをご紹介します。

№ タイトル 氏 名 学校名 学年

１ 目指せ、おばあちゃん 児 玉 佳那恵 深浦小 3年

２
いつもがんばっている

おじいちゃんたち 菊 池 星 音 いわさき小 4年

３ 私のそう祖母 伊 藤 野 愛 修道小 6年

４
私のおじいちゃん、

おばあちゃん
秦 明 佳 深浦中 1年

５ 私のおじいちゃん 小 林 菜 月 大戸瀬中 3年

６ 素直になること 斉 藤 理 雄 岩崎中 3年

県
社
会
福
祉
大
会
で

１
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
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生
き
が
い
活
動
支
援
事
業
の
合
同

研
修
会
の
第
４
回
が
９
月
28
日
に
、

第
５
回
が
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

他
の
地
区
の
参
加
者
と
の
交
流
を

目
的
に
開
催
し
た
合
同
研
修
会
は
、

今
年
度
初
め
て
行
な
っ
た
も
の
で
す

が
、
今
回
で
全
地
区
が
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
も
ま
た
集
ま
り
た
い

と
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
来

年
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
き
が
い
活
動
は
今
後
も
参
加
者

に
楽
し
ん
で
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
生
活
福
祉
資
金
と
は

低
所
得
者
、
障
害
者
ま
た
は
高
齢

者
に
対
し
、
資
金
の
貸
付
と
必
要
な

相
談
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
経
済
的
自
立
支
援
及
び
生
活
意
欲

の
助
長
促
進
並
び
に
在
宅
福
祉
及
び

社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
、
安
定
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に

あ
た
り
、
他
制
度
優
先
の
原
則
が
あ

り
ま
す
。
金
融
機
関
等
の
借
り
入
れ

が
困
難
な
場
合
に
本
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
本
制
度

を
利
用
し
て
い
て
、
他
の
借
り
入
れ

が
可
能
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
ち

ら
の
利
用
を
優
先
さ
せ
、
本
制
度
の

利
用
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
方
は

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

制
度
が
優
先
に
な
り
ま
す
。

【
貸
付
対
象
】

貸
付
の
対
象
と
な
る
低
所
得
世
帯

と
は
、
お
お
む
ね
市
町
村
民
税
非
課

税
程
度
ま
た
は
生
活
保
護
法
に
基
づ

く
生
活
扶
助
算
定
基
準
の
１
・
７
倍

以
下
の
世
帯
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
の
確
認
や
貸
付
の
相

談
に
つ
い
て
は
町
社
協
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
そ
の
中
の
「
教
育
支
援
資

金
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
教
育
支
援
資
金

【
貸
付
限
度
額
】

①
教
育
支
援
費

・
高
等
学
校

月
３
万
５
千
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校
・
短
期
大
学

月
６
万
円
以
内

・
大
学月

６
万
５
千
円
以
内

②
就
学
支
度
費

50
万
円
以
内

【
据
置
期
間
】
卒
業
後
６
ヶ
月
以
内

【
償
還
期
限
】
10
年
以
内

【
貸
付
利
率
】
無
利
子

※
償
還
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
は
残

元
金
に
対
し
延
滞
利
子
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

【
連
帯
保
証
人
】
不
要

※
た
だ
し
連
帯
借
受
人
必
要

■
申
込
に
必
要
な
書
類

事
務
局
に
備
え
付
け
の
「
生
活
福

祉
資
金
借
入
申
込
書
」
等
申
込
書
類

の
ほ
か
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類
等

の
添
付
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

( 3 )

生
活
福
祉
資
金

教
育
支
援
資
金
の
ご
紹
介

生
き
が
い
活
動
支
援
事
業

合
同
研
修
会
が
全
地
区
終
了

生
き
が
い
活
動
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
会
場
へ
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
随
時
支
援
員
が
対
応

い
た
し
ま
す
。

各
地
区
の
活
動
日
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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( 4 )この広報は共同募金の配分を受けて発行しています。


